
1 資料O①

健やか親子21推進協議会
第 1課題

第1課題幹事団体

日本児童青年精神医学会 (代表幹事)

全国養護教諭連絡協議会

(社団)日 本家族計画協会   :
日本思春期学会   '  1
日本助産学会

(社団)日 本泌尿器科学会
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番 号 課題1思春期の保健対策の強化と健康教育の推進

1 十代の自殺め予防

2 十代の人工妊娠中絶の予防

3 十代の性感染症罹患の予防

4 15歳 の女性の思春期やせ症(神経性食欲不振症)の発生予防と治療の促進

5 児童・生徒におけるlE満 の予防

薬物乱用の有害性について若者へめ知識の普及・啓発

7 十代の喫煙の防止

十代の飲 酒の 防止

避妊法に対する若者の知識・技術の普及・啓発

性感染症に対する若者の知議の普及=啓発

学校保健委員会の開催の推進と活性化

外部機関と連携した薬物乱用防止教育等の推進

スクール・カウンセラーの配置と相談機能の強化

思春期外来(精神保健福祉センターの窓口を含む)・ 病棟等の整備

地方公共団体や学校等と連携した思春期保健対策の推進

地方公共団体やNPO、 関係機関等と連携した食育の推進

子どもの朝食摂取に対する取組の推進 (平 成22年 4月 から)

■課題幹事会活動

第1回 ;5/14(金 )前年度会計報告、平成22年度予定策定
第2回

第3回

第4回

第5回

7/21日 (水)「助産師による思春期の健診口相談活動」
慈恵医大看護学科茅島江子
9月 22日 (水 )「児童精神科領域における睡眠問題につ
いて」  独立行政法人国立国際医療研究センタ上国府台病院
岩 垂 喜 貴                        ,

11月 24日 (水 )「WEBを活用した園児総合支援システム
の構築と活用」 筑波大幅大学院入勘緒済学蹴 科
渡辺多療子        ´

1月 26日 (水 )「今t求められる性感染症予防教育」
東邦大学医学部看護学科家族生殖看護学研究室   斎藤益子
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1:聖賃琴型二季9雰摯魔瘍牌

|■・ ユTスクリニックとはt思春期の若者(主に
■1 15歳～20歳前後)を対象に無料でサニビズ

■ を提供する公的な施設

●若者が性に関する知識を得ることができt具
体的な対処法やアドバイスを入手できる。

健やか親子212010721茅 島江子

I児童精神科受診児童における睡眠評価
発達障害児を中心として

独立行政法人国立国際医療研究センタ

「

国府台病院

:         児童精神科 岩垂 喜貴

N⊂GH
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第5回健鞠 親子幹事会

子どもたちを性感染症から守るために

今、求められる性感染症予賄
教育

東郭大学医学部看護学科

雷 藤 益 子
.    

平成2■ 1.26(豹

 ́ 態恵医科大学

今後の計画

傘撃曇警霜震層rf翠暫ξ葛凌
や1演〒

9蓄演を

次年度以降、前記の第1課題に含まれる諸課題に
関連ある演題の講演とその後の議論を内容とする、
市民啓発を目的とした研修会ないしシンポジウムを
企画し、年1回を目途として開催したい6

その際、最大の課題は開催場所の選定と開催費用
の調達であり、次年度はまず開催可能性について
検討することから始めたい。
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資料3②

健やか親子 21推進協議会 課題 2全体会

平成 23年 2月 16日

第2課題幹事会団体:日本産科婦人科学会,日本産婦人科医会:日本母乳の会フ
1   日本周産期=新生児医学会,日本助産師会

報告者 :岡本喜代子 (社)日 本助産師会専務理事

は じめに                              1
我が国の母子保健は、世界最高水準にあるが、思春却FH5題、子ども虐待等の親子の心の問題、小

｀
 )ちO妊娠・出産の安全ll■の確保、0妊娠・由産の児救急医療等の課題も生じ、 4つの課題、すなれ

!央適性の確保、③母乳哺育の推進、④不妊への支援が明確化された。これらの4つの課題を解決し

ていくために、平成 13年度から22年度までの 10年計画で「健やか親子 21」 の国民運動が開始さ

れた。早その期間は経過したが、本課題は継続して取り1組む必要があり、平成 26年度まで4年間延

長された。日本産科婦人科学会: 日本産婦人科医会, 日本母乳の会, 日本助産師会が課題 2の幹事

会として、年 2～ 3回会議を開催してきた。     t
平成 22年度より、さらに内容の充実のために、日本周産期 。

新年埠医学会が幹事会に参加するこ

とになった。:      
‐
      ,|      |   :       |

幹事会の世話人は、平成 13年 7月 ～平成 22年 11月 までの長きにわたり(日 本母乳の会が担当し、

平成 22年 11月 から日本助産師会が世話人となった。

平成 13年度から平成 22午 11月
専
での 9年

開に、課題 2の幹事会を30回開催した:主に論じて

きたテ■マは、①妊娠 1出産の安全性の確保、②妊娠・出産の快適性の確保、③母乳哺育の推準、

④不妊への支援の4課題であった。                  ,
この間、厚生労ftt科学研究として、平成 16年から18年までは、「妊娠・出産の快適性確保のため

の諸問題の研究」 (主任研究者 :橋本武夫)を実施した。また、平成 20年度は、子ども未来財団の

児童関連サービス調査研究の助成を受け、厚生労働省の
『

授乳 ご離乳の支援ガイ ド』公表後の「妊

娠・出産の快適性確保に関する調査研究」(主任研究者 :｀吉永宗義)と して、F母乳育児支援の評価」

に関する研究を4幹事団体で実施した:平成 21・ 22年度は、研究どしての取り組みは実施していな

い。.                                 1

今回はt平成 21122年度の 2年間に、課題 2の幹事会で論議された事項を中いに、報告する:こ

の間 3回の幹事会が開催された。その概要は、表 1の とぉ りである。

また、この2年間は、昨今の産科医療を取り巻く、厳しい出産環境の激変から、最優先は、①妊

娠・出産の安全性の確保が重要課題であり、新生児蘇生法の研修の普及等への取り組み状況が各団

体から報告され、審議された。    ｀ 、          1
したがって、この2年間は、妊娠・出産の安全性の確保の課題を最優先したご
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1.平成 21,22年度「健やか親子 21」 推進協議会 計課題 2幹事会開催状況

平成 21・ 22年度の幹事会の開催状況は表 1の とおりである。

表 1   課題 2 幹事会 開催状況  ,

回 日時 議事内容 場所

第 28回 平成 22年 1月 21日

(/1k)18:00^じ20:30

〇厚生労働省挨拶

o今年度各団体活動報告

o健やか親子 21の検討会・厚労省研究班

のメンバーの日本産婦人科医会(日 本

助産師会から   '
6今後の幹事会の会議について   i
o3月 1日 の総会の報告について

o来年度の方向性

日本助産師会

会議室

第 29回 平成 22年 6月 4日

(木)18:00～ 20:00

o新幹事団体紹介・挨拶、厚労省挨拶

o今年度活動にっいて (各団体から)

o今後の幹事会の会議について

。4年間で日標とすること

1実施 したい研究課題 (早期皮膚接触の

実態調査)

・新しぃ世話人の澤出 (日 本助産師会)

:○ 厚労省より

・合同幹事会の開催にういて (年度内 1

回くらい)

・協議会の表彰について

日本助産師会

会議室

第 30回 平成 22年 11月 11日

(本 ) 18:00～2o:oo

○課題 2で取 り組む課題について

・長期的課題 l新生児に関する事項

・女性の健康キャンペーン

・短期的課題 :NCPRの推進

o課題 2の全体会について :2月 16日

(水)に開催

o中間評価で 1カ現 の母乳率を も0°/。 にす

ると指標が出ているのでそめための方策

o他の課題との合同会議について

。課題 1と の交流について (11月 24日

の平成 22年度第 4回幹事会に参加)

日本助産師会

会議室
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2_課題 2で平成 21・ 22年度に論議 し、1各団体で取 り組んだ事項           :
1)NCPRの 普及  i     i
新生児救急で重要なNCPR(新生児蘇生法)を分娩を取り扱う医療者に修得してもらう必要が

ある。特に、診療所の産婦人科医師、開業助産師等の助産師ヽの普及が急務であるしそこで、職

能団体の日本産婦人科医会、日本助産師会は、重要課題として取り組んでいる::
日本産婦本科医会では、日本周産期・新生児医学会の協力を得て、平成20年度よ

,り
平成 21・

1  22年度と_イ ンストラクタす育成に主眼を置き、約500名のインストラクターが養成され、そのイ

ンストラクタすが各県の医師に指導して普及に努めている。

日本助産師会では、新生児蘇生法を含む救急対応強化のための研修会を平成 15年度より年二回、

定員 30猛 で開始した。NCPRの認定が開始した平成 19年度より2回、平成 21年度より3回 と '

回数を増加し、約 250名 が研修を修了し、約 15o名 がBコ■スを修了している。また、各県支部

|こ
おいてもt開催レ

`い

るため、約 400名 が新牛児蘇生法の研修を修了している。今後とも、そ

の充実に努めたいと考えている。                        、 :
助産師の基礎教育においてもt NCPRの認定制度が導入されるよう全国助産師教育協議会等に

、 働きがけることめ重要性が論議された。 1                            1
:   その施設のNCPR認定者の割合が病院機能評価の指標になつてもいいのではという意見もあつ

た:  ^                          .:

1 2)産科医療補償制度について   :
:平成 21年度より本制度が開始され、それに伴い加入率の増加に向けて意見交換を行らた。原因

分析の開始に伴いて助産豪等記録 (分娩監視装書の■ニダーの記録も含む)の童要性についてき   1
発し、各団体で取り組むこととした。  1

3)出産 1育児一時金直接払い制度についての取組               ‐

平成 22年度から開始した出産・育児す時金直接払い制度について、その制度のより円滑な運営

のためにその支援に努めたが、診療所・助産所のT部から約 2ヵ 月遅れあ入金あ問題が起こり、  :
平成 23年度から立て替え払い制度との併用が可能になるようになった6              .

4)HTLV‐ 1(ヒートT細胞白血病ウィルスー 1)の母子感染対策について       :
平成 23年度の国の母子保健対策関係予算にも、計上されているHTLV‐ 1(ヒ トT細胞自血病ウィ

ルスー 1)の母子感染対策として、検査の推奨および保健指導体制の充実の重要性にらぃて確認し、

関連め関係団体において努力することになった。                   ・ .

5)母乳育児・産後の母子             ' i
の心のケアの重要性にっいて    , 1                、

薦後うつ、子ども虐待問題等産後の母親の精神的な支援の重要性について話し合づた。特に、

健全な母子関係の構築上、母乳育児推進、出産直後のカンガルニケアの重要性が論議され、カン |
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ガルーケアについては、分娩室の安全性の観点からもカンガルーケアの安全性あ問題も包含した
 ヽ 上で、取り組む必要がある。今後、早期皮膚接触の実態調査も課題であるも1 .

また、母乳育児推進のためには、①「授乳 l離乳の率援ガィド」の出産施設における3らの項目、
早期授乳、母子同室、赤ちゃんのサインにあわせた授乳を浸透させる8

②BFH施設および母乳育児を:成功させるための 10カ条を導守する施設の増加が重要であるという意
｀

見があつた。

さらに、現在実施されている妊婦健診の公費負担だけでなく、褥婦への菜援のためめ公費負担

も必要である。今後、要望していく必要があるという意見があつた:

6)今後の課題

(1)短期的課題                           ′

分娩時の安全性強化のために、分娩を扱う全医療者全のNCPRの普及が必要である。
(2)長期的課題

子どもの心身の健全な育成のために、新生児の取扱いや子育てをどう考えていくのが、
長期的で広範囲の視点からそのビジョンを考えていく必要がある6我が国においても、子
ども虐待等予防への対応に力を注ぎ、そのための、長期間フォロ‐しているアメリカの
ACofAの コホート調査のような国家的規模の調査も必要になってきているのではないか。

7)ヽ 他の課題との連携・交流 ヽ

       |

今後の課題の解決のためには、課題2に対する取組だけで解決するものではなく、他の課題と
の連携・交流が重要であるき他の課題の幹事会にも、可能な限り参加することになった:

8)その他             '
産科医師、小児科医師、助産師共マンパワこ

不足であり、増員の努力と産科領域では(産科
医師と助産師の役割分担、協働の推進や周産期医療ネットワ■クの推進も重要課題であり、そ
;れぞれの領域で、長期的に取り組む必要がある。 .       ・
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:‐ 資料3③

健やか親子21【課題3】

:～平成22年度活動報告ん

翫
輝一翻
時
一３

平成23年 2月 2ヽ5日 (金 )

健やか親子21推進協議会

課題3幹事団体

1.健やか親子21推進協議会 課題3のテニマ

小児保健医療水準を維持日向上させるための環境整備
(小児や周産期t妊娠期に関する22の項目あり) :

2.課題3の参加団体 (幹事団体は8団体 )

`・ (NPO)難病のこども支援全国ネットヮ=ク i

日(社 )日 本看護協会 i

・(社 )日 本小児科医会
・(社 )日 本小児科学会
三日本小児看護学会   :
・(財 )母子衛生研究会
・日本小児総合医療施設協議会
・全国保健所長会

(1贋 不同 )
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3.平成22年度の活動
― ‐      ′

今年度の活動方針
・各国体との情報交換 |

(健やか親子21に関連する取り組みの情報共有)

1拡大会議の開催
(第 2回 目の幹事会を拡大会議として位置づけt

各団体との情報交換の中から、:具体的な取り組み
の報告を行う)

鶴
'輔

言ぽ鶉難鴛
6「

:H2:「lF,マ
亀 ◆健やか親子2■ 課題3拡大会議(H22年■2月 ■6日 )

倅 ん子どもを取り巻く環境は、今～

警
拠

藝

黎
Ｆ
勒
響
饂
一な

図lT感撃警著ヲ婁ふ彗濯凩ξ非摯今会議|

i①目的 |   :
お産や子育て支援の体制整備や子どもの虐待、思春期の

健康問題に対応するためt多くの機関口団体が協力し、様々

な運動に取り組んでいる。そこで、「′1ヽ児保健医療水準を維
持日向上させるための環境整備」を取り組みテーマとする
「健やか親子21推進協議会 課題3幹事団体」では、本運動
の推進に向けて、情報交換や課題の共有を行うための拡大
会議を開催した6

②日時 :平成22年 12月 16甲 (本 )15:30～ 17:30」 NAホール

③参加者:参加者数o4名         l i
幹事団体のほかに、持田令ルスケア株式会社、日本母手Lの会、
日本助産師会、カネソン本舗柳瀬ワイチ株式会社、 .
週刊保健衛生尋三Tスなどから参加あり (順不同 )
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:参
番

鶴
瓢攀

【12/16】

拡大会議の様子

幸
鳩

不

④プログラム
1)開会のあいさつ 日本看護協会 井伊久美子

2)ご挨拶            
｀

厚生労働省雇用均等口児童家庭局 母子保健課 課長泉陽子

3)話題提供①「子どもの権未1条約について」
｀ 日本小児総合医療施設協議会 城宏輔

4)話題提供②「妊娠・出産口子育てに関するWebァンケートにつぃて」
'(財 )母子衛生研究会 神谷克也

持ロヘルスケア株式会社 園山美保子

5)話題提供③「小児救急医療電話相談事業(#o000)に ついて」

(社)日 本看護協会 白石裕子       :
6)話題提供④「傷害注意速報Gttury Jさ成)について」

(社 )日 本小児科学会 関口進―郎

7)意見交換・フリーディズカッション         |   :

すり
舎

申
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・一鶏

④ 内容 話題提供の中や意見交換そめ :′主な意見は以下の通り。1

・「子供の権利条約」に、小児医療からだけでなく、生まれたB寺からという概

念を入れてし:ヽ ただきたい。

・胎児 。新生児には人権がない。子供の権利を考えるときに、医療の対象とな

り人間として扱われるときから、人権について考えるツ要があるのでは。
・Webアンケートの結果は、報告書としてまとめ、今後、マスメディアに対

しリリニスとして出していく予定。
・♯8000については、「母親をとのように育てていくか」に取り組まな<て

は、需要は増す一方。また、開設時間が短いことも問題では。 
｀

・
.乳
幼児に危険な玩具について、具体的に予防対策などが動くようになつたの

は、ここ数年の出来事。                  ′

。小児料医の不足について、具体的な対策が進んでいるのだろうか。→転入し

てきた方や、初産の方のかかりつけ小児科医というものはなかなか定着しない。

そのためのシステムを作成したが、なかなか機能していない状況。

・慢性疾患の在宅医療の支援体制の整備に対して活動しておりt特別支援看護

学校の看護師のためのガイドラインを作成した。

-17-



: 
‐ ′́

1 資料3④ ‐

第4課題「子どもの心の安らかな発達
の促進と育児不安の軽減J幹事団体

・児童虐待防止協会   1 ‐

1全国児童相談所長会     ‐

・全国保健センタ■連合会    |
■全国保健師長会    :
。日本小児保健協会     ‐

(順不同)

2011/2125             第 10回 健やか親子21推進協議会総会

.課題4「子どもの心の安らかな.発
達の促進と育児不安の軽減」|.｀

幹事団体代表 衛藤 :隆 (日 本小児保健協会二会長)

代理発表 原 光彦 (同 学校保健委員会委員)

2011/2725 第10回健やか親子21推進協議会総会

…18-



課題の三本柱

・達①心の安らかな発

②育児不安の軽減.

③虐待防止 |● :

2011/2125 第 10回 健やか親子21推進協議会総会

1.1心の安らかな発達

子どもの心の安らかな発達を促し、その環境
形成を支援するための活動

:― 参加団体による日常的な様 な々取り組み  |
・調査研究、親子のふれあい、家庭訪問他

―二般向け活動 :広報、出版、知識の普及、グル■

プワーク、相談・個別支援等

二組織内研修        、'「
´

―職種毎の研修 :   ■

第 10回 健やか親子21推進協議会総会
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2.育児不安の軽減
～
親支援

・ 出産後の母親べの支援
|… 助産師による産後サポート     ■

―母浮L哺育の支援::母親に自信を持たせる、母親｀
の力を葛|き出すような支援tlヵ月母乳率め向上

保育ヵウンセラー   :   :
T幼稚国その他の場所で保護者からの子育て相談
に応じたりtあるいは保育者とミーティングを開い
て保育■の悩みを検討

育児不安ロストレス (    ■   :
―「なくす」→「受け止め1周囲が支援する」  :

2011′ 2r25
第 10回健やか親子21推進協議会総会

3.虐待防止  |
・ 被虐待児対策と予防活動 :    :

丁調査研究、研修会、マニュアル作成二改訂、周産
期・新生児施設での退院後未受診者対策、他

・ 早期発見日早期対1応       :   |
―親権者不同意の■時保護調査(虐待の反復が間

題 )

一子ども家庭支援センターの役割 .

二要保護連絡協議会:要支援のケニス、ネウト
ワ■ク                   、

l・ ―歯 1回 の状態は虐待の発見の糸口 _
2011′225 第10口健やか親子21推進協議会総会
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健やか親子2.1推進協議会

・ 情報共有と討論の積み重ね       :
一年1回ではあるがt交流の機会|ょ貴重

・ 様々な母子保健日福祉口医療の現場での虐待
防止への気づきを推進しt研修等を通じ力を

'つける。: 1   :
・「リスクの段階からの介入」、「育児する親の

自信、自尊心」が話題となうた。     1
0各機関の連携を推進することが引き続き大切。.

第4課題の経験から

第 10回 健やか親子21推進協議会総会
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